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（事業名・研修名）◆教育センター等の Off-JT で行われる研修・研究はどうあるべきか。 

若年教員育成プログラムの拡充（案）  

柱１ 学校のＯＪＴと教育センター等のＯｆｆ－ＪＴの充実  

 

◆大量退職に伴い若年教員が増加する。  
（今後 10 年間で教職員数の約 36％が退職） 
◆採用年齢は平均 28 歳で、 10 年後には中
堅教員として学校運営に参画し、中核とな
る必要がある。  
◆ H24 年度若年教員育成プログラムとして
臨時的任用教員から初任者、２年、３年経
験者の研修を体系的・計画的に実施してい
る。  

 

（いつまでに、何を、どのようなレベル・状態等） 

◆すべての若年教員が「授業づくりのスタ
ンダード」を理解し、それをもとに授業実
践ができる。  
◆組織の一員として、学校目標に沿った指
導が実践でき、信頼される学級・ＨＲ経営
が行える。  
◆ H25 年度には４年経験者研修を拡充し、
第Ⅰ期の H26・27 年度で若年教員育成プロ
グラムの検証を行う。  

ｺﾞｰﾙｲﾒｰｼﾞ  

（取組内容、取組ポイント、アピール等）  

 
◆４年経験者研修（ H25 年度実施）  
 ◇学習指導要領を基盤とした授業経営

力の定着  
  ・授業づくりの基礎・基本の定着  
  ・自己課題の発見・解決力の育成  
 ◇実施日数  ３日  
  
◆チーム協働研修の対象拡大  

初任者から３年経験者及び 10 年経
験者に、４年経験者を加え拡充  

 
◆若年教員育成プログラムの検証  
◇第Ⅰ期 H26･27 年度の２年間で実施  
◇プログラムを検証・改善し、 H28 年
度以降のプログラムに反映  

 
◆授業改善の意識が進み、分かる楽しい
授業が工夫できるようになる。  
◆児童生徒が安心できる学級・ＨＲ経営
が行われる。  
◆若年教員と先輩教員が切磋琢磨し、学
び合う意識が醸成される。  

Ｐ （現状のモデル内容、他県で実施している内容等） 

〈 H24 年度若年教員育成プログラム〉  
◆臨時的任用教員研修  

  社会性の育成、教育公務員としての意
識付け、授業力の向上  
◇ステージⅠ（２日間）  

初めて臨時的任用教員となった者  
◇ステージⅡ（１日間）  

30 歳以下の臨時的任用教員のうち、
過去に臨時の経験がある者  

◆初任者研修及び２・３年経験者研修  
◇研修日数  
・初任者研修 (18 日間 ) 
・２年経験者研修 (７日間 ) 
・３年経験者研修 (４日間 ) 

◇育成する力  
実践的指導力、セルフ・マネジメント

力  
◆チーム協働研修  
◇対象・研修日数  
・初任者及び 10 年経験者  各３日間  
・２～３年経験者  各１日間  
◇内容  

・ 10 年経験者が初任者のメンターとな
り、初任者を中心に若年・中堅教員が協
働して学び、同僚性を構築する。  

Ｄ 

  （評価指標・項目）  

◆受講者、校長、指導主事の評価  

◆全国学力・学習状況調査の結果を用いた

検証  

Ｃ 
期待される成果 

新たな具体的な取組  

現状分析 Ｒ Ｇ 


